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貴重な経験 
                              校長   渡邊 勝利 

校庭のけやきもすっかり色づき、間もなく本格的な冬の到来です。登校中の子どもたちの服装

も冬の装いになってきました。 

 さて、１１月２日（木）に、蕨高校生徒との交流事業が行われました。４３名の蕨高校の生徒が

来校し、授業や休み時間、給食の時間等に児童との交流を行いました。児童にとっては、高校生

は憧れの的です。授業で分からないところを教えてもらったり、休み時間に鬼ごっこをしたり、好

きなアニメの話をしたり、児童の目はキラキラと輝いていました。蕨高校の生徒にとっても、「学校

の先生」という職業を知る経験となっただけではなく、年の離れた兄弟姉妹のような児童との交

流は、心温まる貴重な経験となったことだと思います。 

以下、蕨高校生の感想を少しだけ紹介します。 

・学校の先生になりたいという夢は、みなさんに会えたおかげで、また一歩近付いた気がします。 
・私は一人っ子ですが、この日は弟や妹ができたみたいで、本当に楽しかったです。 
・授業中に元気に質問に答えている姿を見て、私もがんばろうと思いました。 
・みんなが一番すごいと思ったことは、どんなことも全力でやり、楽しんで 
いることです。 
・G・Sの授業では、みんなの上手な英語に驚きました。 
・友だちが困っていたら助けてあげたり、私に学校の色々なことを教えて 
れたり、みんなの優しさに心が温かくなりました。 
・一番感動したのは、男女関係なくみんな仲良しなことです。 
人は他者とのつながりの中で様々なことを感じ、学び、そして成長します。普段関わりの少ない

世代との交流は刺激になり、さらに大きな成長につながります。隔年での開催予定ですが、今後

も継続していきたいと考えています。    
 
１１月8日（水）からは、一泊二日で、6年生と日光へ修学旅行に行ってきました。紅葉の見頃

を迎え、山々は赤や黄色、茶など、様々な色に染まり、息を飲むばかりの絶景でした。天気にも恵

まれ、日中は温かく、戦場ヶ原の雄大な自然の中をハイキングしていると、うっすらと汗をかくほ

どです。 

日光の自然の美しさ、先人の遺した歴史的建造物の荘厳なさまを、五 

感を通して感じることができました。また、自ら考え行動すること、相手を 

思いやる行動をすること、気持ちの良いあいさつ・５分前行動・話の聞き 

方などのルールやマナーについても、改めて学ぶ機会となりました。 

友人との寝食をともにした２日間の経験は、かけがえのない貴重な経 

験となったと思います。卒業まで４か月。この経験を糧にして、充実した学校生活を過ごしてほし

いと願っています。 
 
学校評価では、アンケートへの回答にご協力していただきありがとうございました。いただいた

ご意見を真摯に受け止め、今後の教育活動に活かしてまいります。 

年の瀬、多忙な日々が続くと存じますが、十分にご自愛いただき、良いお年をお迎えください。 
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